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春を迎え，不安げな眼差しで医療，教育，行政の現場

に入って来る新人たちとどのように向かうべきかと悩む

時期です。…と，例年であれば編集後記を書き始める季

節ですが，今年は新型コロナウイルス感染症のパンデミッ

クで，とんでもないことになりました。オリンピックど

ころではなく，感染拡大に伴う緊急事態宣言が出されま

した。隣人がコロナに罹患していないかと，お互い疑心

暗鬼になっています。　

以前にも，コロナウイルスによる重症急性呼吸器症候

群（SARS），中東呼吸器症候群（MERS）が，国際的に

問題となりました。しかし，今回の新型コロナウイルス

感染症に比べると，広がりは限定的でした。今回のウイ

ルスの怖いところは，無症状や軽微な症状で終わる方が

大半を占めながら，呼吸器疾患，心疾患，代謝疾患など

何らかのリスクを抱える人に罹患すると，瞬く間に重症

化し，死に至らせることが稀ではないところです。爆発

的に広がるこの見えない敵に，肉体的・精神的・経済的

にダメージを受けながら，全世界が疲弊しつつあります。

このような現状にありながら，提言，視点，総説のほ

かに，９編の投稿論文（４編の研究，５編の報告）から

完成したのが，第79巻第３号です。ご一読いただき，会

員皆様の研究意欲が途絶えないことを祈っております。

また，この雑誌を皆様にお届けできたのは，小児保健に

携わる会員，事務局など皆様の尽力の賜物です。心から

感謝申し上げます。

（沖　　潤一）

編 集 後 記

Presented by Medical*Online




